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～エコツアーの構築と活動を通して～
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自然の摂理に委ねて

山・川・森・海・里
人の居ない生態系の世界

２０１０年１０月

生物多様性会議

COP10 名古屋で開催

採択事項
●「名古屋議定書」
●「愛知ターゲット」
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瀬戸内海の目指す将来像
環境資源の保護と活用の在り方

• 瀬戸内海の自然環境資源の活用
生物多様性を継続するエコツーリズム活動

• 海の環境再生の取り組み
新たな生産の場としての再生と創出
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生物多様性の継続的な環境管理活動

ナショナルトラスト

エコツーリズム
 サンクチュアリー（自然保護）

 ミチゲーション（環境修復･再生）

 湿地保護（ラムサール条約）

 国立公園

4



英国・ナショナル・トラストの概要

ナショナル・トラスト所有地

2007年現在
会員数：350万人
（※人口の６％）
年間の訪問者５００万人
ボランティア：４万３千人

土地所有：25万3千ha
（※土地面積の1.5%以上)

海岸線所有：1,138ｋｍ
（※海岸線の23％）

※スコットランドを除く
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エコツーリズム

◆ 資源の保護＋観光立地＋地域振興

自然環境や歴史文化を体験し、学ぶとともに、

地域の自然環境や歴史文化の保全に責任を持

つ観光のありかた 。

『自然に基づいた活動』であり『教育的』であり
『持続可能』でなければ、エコツーリズムとは言
えない
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環境資源

観光

経済効果

環境保護

自然環境や歴史文化を対象とし、それらを体験、学ぶとともに、対象となる
地域の自然環境や歴史文化の保全に責任を持つ観光のありかた 。

エコツーリズムとは
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環境省政策
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瀬戸内ツーリズム推進協議会の設立

 協議会の構成

広島県 :海の道構想プロジェクトチーム
:自然環境課

廿日市市:環境産業部観光課
呉市 :環境部環境政策課
一般社団法人「瀬戸内海エコツーリズム協議会」

（2010年１０月設立）
 環境省中四国自然環境事務所（オブザーバー）
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地域コーディネータ活用事業の項目

 「瀬戸内海エコツーリズム」の構築
① 外国人旅行者向けエコツアーの開発（宮島）/企画・構成・実施
② 国内旅行者向けエコツアーの開発（安芸灘・防予諸島）

 エコツーリズムのための人材育成

① 養成研修「エコ塾」の開校 資格認定

② エコツーリズムフォーラム（人材育成）

 エコツーリズムのための施設整備と地域活性化

エコツーリズムのための施設整備の調査と実施計画
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瀬戸内海国立公園の
環境資源の活用
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瀬戸内海エコツーリズム活動範囲

宮島

安芸灘諸島

防予諸島

広島
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陸域（景観） ネットワーク

白砂青松ネットワーク

干潟ネットワーク

白砂青松100選活動団体
に選ばれている団体

干潟分野の活動団体

多様な主体との連携によるモニタリングの実現

スナメリネットワーク

海運業者・漁業協働組合

沿岸域ネットワーク

海域ネットワーク
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瀬戸内海を代表する原風景

陸域（景観）
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沿岸域

汀線

約20ｍ

進行方向

調査員A

調査員B

潮下帯

潮間帯

市民でも可能な沿岸域のモニタリング手法を開発

【マッピング手法】

潮間帯・干潟・磯場・藻場の生態系のモニタリング
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海からの伝言－新せとうち学－中国新聞社 より

スナメリ海域
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スナメリネットワーク（観測8航路）
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瀬戸内海エコツーリズム協議会
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野惣那島でのスナメリ発見 ２０１０．１１．６
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宮島エコツアー・コース
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渦潮発生ポイント

仁方港桟橋

下黒島・上黒島

貝と海藻の家、
朝鮮通信使記念庭園

県民の浜

アビの里いつき

アビ鳥渡来海域

大長雁木

御手洗地区

複数エコツアーを組み合わせたロングプログラム

下蒲刈島 上蒲刈島

豊島 大崎下島
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